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文章題解決過程における

確かな課題把握のための手立てに関する研究

一小学校算数科 第 3学年 数量関係D

『□をつかった式』の指導に関する研究一

広島市立庚午小学校教諭 中 尾 由 佳

キーワー ド 文章題解決過程における課題把握

紙テープによる操作活動,数量関係の図式化

新学習指導要領では低学年から「D数量関係」が位置付けられ,「
の表現」「絵や図を用いた数量の表現」等に関 して, よリー層の指

の充実が求められている。

文章題解決における児童の状況として,演算決定の間違い,求め
た答えが問題場面からかけ離れた数値となっていても気付かない等

の状況が見られる。 このよう状況は,文章題解決における問題を理
解する過程でのつまずきによるものである。そこで,問題を理解す
る過程に指導の手立てを講 じて,第 3学年 単元「□をつかった式」
において研究授業を行った。

その結果,児童は,問題場面や数量の関係を的確に把握 し,文章題



問題の所在

思考力・判断力・表現力の育成に関しては,学

校教育法第三十条第 2項の記述を受けて,小学校
学習指導要領解説算数科改訂の基本方針に大きく

取り上げられている。その思考力,判断力,表現
力等を重視するため,低学年から「D数量関係」
の領域が位置付けられることとなった。数量関係

の主な内容は「関数の考えJ,「式の表現と読み」,

「資料の整理Jの三つである。
これまでの実践において,「式の表現と読みJ
の指導,特に文章題の指導に関 して課題を感じて
きた。

例えば計算が得意な児童でも,文章題では文章
に出てきた数値の順に立式し,正 しく立式できな
いといった状況や,求めた答えが問題場面からか
け離れた数値になっていても,そのことに気付か
ないなどの状況が見られた。このような児童の文

章題解決の状況は,文章題の示す数量の関係を児
童が的確に把握しないまま,見通 しをもつことな
く問題を解決 しようとし,その結果うまく解決で

きていない状況ではないかと考える。

一方自分の指導を振り返ってみると,文章題に
出てきた数字にまず丸を付けさせる.文章題を提
示 してすぐに式を問う,答えが正しいかどうかの
確認に終始するなど,児童が文章題の示す数量の
関係を的確に把握 したかどうかを確認することや ,

児童が問題を理解したかどうかを確認することを

しないまま指導をすすめていた。

そこで,児童が文章題を見通 しをもって解決す
るようになるためには,文章題が示す数量の関係
を的確に把握し,問題を理解することが重要だと
考える。そこで,本研究に取り組むこととした。

‖ 研究の目的

文章題の解決過程において,児童が見通 しをも

って的確に解決できるようになるための効果的な

指導方法を,理論研究と実践授業を通 して探る。

Ⅲ 研究の方法

1 研究主題に関する基礎的研究
2 研究授業
3 研究授業の分析・考察

Ⅳ 研究の内容

1 研究主題に関する基礎的研究

(1)文章題の解決過程について
まず,児童がどのようにして文章題の解決を行
うのか,その過程を明らかにすることとした。そ
の解決過程を以下に示す。その解決過程を基本と

して,研究を進めることとした。

文章題の解決過程は,一般的には与えられた問
題文を読んで,問題場面の状況や数量の関係を的

確にとらえる「問題を理解する過程」と,実際に立

式して計算を行い,答えを導き出す「問題を解決す

る過程」の二つの段階で捉えられる。それぞれの

過程は,さ らに細かく二つの段階に分けられ,全体
で四つの段階<変換―統合―計画―実行 >に分け
ることができる。 (図 1)

変換は,一文一文が表す内容のイメージをもつ
過程である。統合は,問題文仝体についてイメー
ジをもち,問題の全体の構造を理解 し数量の関係
の把握を行う過程である。計画は,答えを導くた
め,どんな計算をしていけばよいかを選択決定し,
立式する過程である。実行は,実際に計算をして
答えを導く過程である。

児童は文章題と出会い,以上の四つの過程を経
てその問題解決を行う。問題の所在で述べた児童

の状況は,問題を理解する過程,特に問題文全体
の構造を理解 し,数量の関係を把握する統合の過
程でのつまずきであると考える。

そこで本研究では,問題を理解する過程に手立
てを講 じることとする。それによって,児童が間
題文全体の構造を理解 し,数量の関係を的確に把
握することができれば,児童が見通 しをもって文
章題を的確に解決できるようになると考える。



する過程

=数量関係 問題全体のイメージ

図 2 手立て「 イメージ」

図 1 文章題における解決過程

(2)問題を理解 し,的確に数量関係を把握する

ための三つの手立て

問題を理解する過程の変換・統合の過程に,

以下の三つの手立てを講 じることとした。

ア 問題場面を「 イメージ」させるための手立て
文 (1文 。全文)が示す問題場面を具体的に

イメージできるようにするために提示を工夫す

る。提示の方法としては,問題場面の演技, ビ

デオによる再現,絵や写真を並べる等とした。
(図 2)

イ 文章題から的確に数量を取り出すための手立
て「文の整理」

文章題から的確に数量を取 り出すために発問

を工夫する。取 り出す情報は,話の内容,問題
を解決するための条件,求めるべき求答事項の

三点とした。 (図 3)

ウ 数量の関係を把握するための「紙テープによ
る操作」

この手立ては,問題の数量を紙テープに置き

換え,数量の関係を探 りながら操作 してテープ

図を作るという,半具体物による操作活動であ

る。

問題を理解 していない児童にとって,文章題
を読んですぐにテープ図や線分図を書 くことは,

たいへん難 しいことである。図をかく前に問題

の数量の関係を試行錯誤 しながら考え,把握す
る場を位置付けることが大事だと考えた。

<紙テープ操作の仕方>

①数値に合うように長さに切った紙テープを児

童一人一人に用意する。

②児童は紙テープの長さを考えて,「文の整理」

で取り出した情報である数値と言葉を紙テー

プに書き出す。

③問題場面に合うように,紙テープの組み合わ
せを考える。

④置き方が決まったらワークシートに糊で貼る。

r文章●、ち分●、ることは
どんなことですか。J
rまた分からないことはど

んなことです 0ヽ.J

図3 手立て「文の整理」

図4 手立て「紙テープによる操作」



2 研究授業

(1)授業計画の作成にあたって

(3)学習活動
「□をつかった式」の単元のねらいと本研究の

ねらいを合致させ,研究授業では,各時間以下

単元の学習内容を踏まえ,各時,文章題を提示 のような展開を学習活動に取り入れる。
して学習を進め,問題の理解の過程に講じた三つ  ①文章題の提示
の手立てを学習活動に取り入れ計画を立てた。な  ②文の整理 (情報の取出し)
お,第一時は,単元前のスパイラル学習の時間と  ③イメージ (一文・全文のイメージ作り)
して,テープ図について振り返る内容とした。   ④お話の表す式 (□をつかった式)

(2)実践の内容と指導計画
⑤紙テープの操作図 (数量の関係の把握)

⑥答えを求める式 (解決の式)

単元 :「□をつかった式」 (授業全 6時間)   ⑦計算,求答
学年 :小学校 第 3学年 (学級児童数計 31名 )    ②③は,場合により順不同で取り入れる。
実践の内容と時期 :事前調査 12月 中旬

研究授業 1月 中旬 2月 初旬  3 研究授業の分析 と考察
事後調査 2月 中旬

学習指導計画 :表 1参照   (1)分 析対象とするデータと分析の視点
ア 分析対象のデータ
・ 事前調査と事後調査
・ 授業後の児童の振り返 りの言葉
イ 分析の視点
。 式と図の正答率
・ 絵図の種類
・ 児童の振 り返 りの課題把握や数量関係
に関する記述

以上のデータと分析の視点から,全体の傾
向と抽出児童 (B児 )の変化状況を分析する。
ウ 絵図の種類について
絵図は状況図,関係図,その他で分類 した。

状況図とは,文章に沿って問題の状況を表 し
た図である。関係は表れていない。

表1 学習指導計画
(★教師の支援☆児童の活動 )
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図 5 状況図と関係図
図 5の左側の絵図は,ケ ーキ屋で買い物をし

ている所や,問題の状況順に言葉や絵をかいた

状況図である。数量の関係は表現されていない。

また.関係図は,問題場面の数量の関係を表 し
た図である (図 5参照)。 右側の絵図は数の関

係を表 している。研究では,関係図をかけるよ
うになることが.数量関係を把握 し問題を理解
した状態ととらえることにした。

(2)事前調査と事後調査の変容
研究授業の事前調査と事後調査に。対象児童

31名 に調査を行い,変容を追った。調査は逆
思考の文章題 4問 (二 日の加法・二日の減法・

二日の乗法・三日の加法の問題)に対 し,式・

絵や図・答えを記述させた。事後調査において

は事前調査の数値のみ変えて行った。分析は式

の正答率と絵図の種類に着 目し,事前と事後の

変容を調べた。

ア 式の正答率の変容
図 6の グラフは,事前調査と事後調査の結果
から式の正答率をグラフに表 したものである。

二日の加法と二日の減法では,事前から式の正

答率が高く,事後でも大きい変化はない。二日
の乗法と三日の加法においては,事前では低い
正答率となっている。事後ではそれぞれ正答率

が 30%以 上の伸びを見せた。

図6 式の正答率

イ 絵図の種類の変容
二日の加法と二日の減法の問題 (図 7参照 )
では,状況図,誤答 。その他が減 り,関係図が
増えている。事後調査の関係図は,ほ ぼ線分図
での記入であった。

事前 事後

図7 絵図の種類と割合

図 8 絵図の種類と割合



二日の乗法の問題 (図 8参照)では,関係図
の割合が増えたものの,正答があまり増えてい
ない。三日の加法の問題では,事後で関係図の
割合が 100%近 くとなった。絵図がかけてい
ない児童は 1名 であった。

ウ 三日の加法の問題に着日した分析結果
二日の加法の問題の結果と式・絵図で最も大

きな伸びを見せた三日の加法の問題を比較 した。

事前調査では (図 9参照)二 日の加法の問題で
は,関係図を書いた児童は 6 7%と わずかだ
が,式は93%の 児童が正解となった。このこ
とからこの問題は児童にとって易 しい問題で,

図を用いなくても,解決できたのではないかと
考えられる。

一方,三 日の加法の問題では,関係図を書い
た児童は 27%で 正 しい式を書いた児童は 5
7%だ った。式の正答率が低 く,児童にとって
難 しい問題だったと考えられる。

図 10 事後調査における二日の加法問題と
三日の加法問題の結果の比較

三日の加法の問題での個々の児童の変容を見

る。A児は (図 11参照)事前調査では状況図
をかき,式も誤っている。事後調査では,線分
図を正 しく書 くことができ,式 も正答となった。

圃 ■0096

図 9 事前調査における二回の加法問題と
三日の加法問題の結果の比較

事後調査の結果では (図 10参照)二 日の加法
の問題では,式の正答率では 93%か ら97%と
なり,あ まり変化はなかったが,関係図を書いた
児童は, 6 7%か ら87%ま で増えている。三
日の加法の問題では,式の正答率,関係図を書い
た児童の割合が共に90%を 超えるまでに増えた。
この結果から,三 日の加法の問題では,関係図
をかけるようになったことが,正 しく立式できる
ようになったことに関係 していると考える。

鰯

銀

鶴

秘

篠

図 11 三日の加法の問題における
A児の事前・事後調査の絵図

B児 (図 12参照)においても,事前調査で
は,絵図の記入ができず,式 も間違っていたが ,

事後調査ででは線分図を書き,正 しく立式する
ことができた。 B児 は研究授業第六時の振 り返
りに,「テープ図ができると,線分図がかんた
んになると思いました。Jと 書いた。紙テープ
の操作を基に,線分図すなわち関係図がかける
ようになり,操作を通 して図の仕組みや数量の
関係を把握できるようになっていったのではな

式  関係図

式  関係図



事前鶴査の絵

いかと思われ る。

事後調査の日

図 12 三日の加法の問題における
B児の事前・事後調査の絵図

(4)考察
事前調査と事後調査の結果の分析から,三 日
の加法問題という児童にとって難 しい問題の解

決に,紙テープ操作の手立てが有効であったと
考える。

対象の児童は,本単元学習前にもテープ図を
学んできているが,事前調査でテープ図を書い
た児童は 2名 のみであった。研究授業でも,単
元の始めはテープ図自体の意味がよく理解でき

ていないと思われる児童が半数近 〈おり, この

時点では,手立てが問題理解を助ける以前に図
自体が児童の思考に負荷をかけていたように感

じられた。これらのことから,二 日の加法の問
題のような,図 を書かなくても立式できる簡単
な問題を扱ううちから,問題場面,図,式を結
び付けた指導をしていくことが必要であり,そ
れは問題場面が児童にとって難 しくなったとき

にこそ,効果が発揮されるのではないかと考え
る。つまり,低学年から,問題場面と式と絵図
を関連させる指導の充実が必要であると思われ

る。

(5)成果と課題
紙テープの操作による試行錯誤に基づいて数

量関係を図で表現する活動は,数量関係を的確
に把握 して問題を解決する力を育てるための手

立てとして,特に加法の問題において有効だっ

たと考えられる。

しかし,事前調査・事後調査共に,乗法の問
題での式・絵図の正答率が低かった。乗法の文

章題解決における立式と絵図の関係を見直 し,

指導の改善を図っていきたい。

また,他の手立て「イメージ」や「文の整理」
については授業では一斉指導の中で毎時間行っ

たが,個 々の児童の検証はしていない。これら
の手立ての有効性については今後調査をしてい

きたい。

V 研究のまとめ
本研究では,児童の文章題解決におけるつま
ずきを,児童の実態から問題理解の過程に焦点
をあて,確かな課題把握や数量関係の把握のた
めの手立てを取 り入れて授業実践を行った。そ

の結果,多 くの児童が問題場面を関係図で表現
して理解 し,正 しい式を立てることができるよ
うになった。

また,今回の研究は, 自らの指導を見直すき
っかけとなった。これからも問題を理解する過

程への指導を重視 し,児童が問題をよく理解 し
た上で,見通 しをもって問題解決へと進んでい
けるよう。指導に当たっていきたい。
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